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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成28年4月21日(2016.4.21)

【公開番号】特開2014-168571(P2014-168571A)
【公開日】平成26年9月18日(2014.9.18)
【年通号数】公開・登録公報2014-050
【出願番号】特願2013-41738(P2013-41738)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   6/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    6/00     ３００Ｘ
   Ａ６１Ｂ    6/00     ３００Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月3日(2016.3.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｘ線を発生するＸ線管と、
　前記Ｘ線管により発生されたＸ線を検出するＸ線検出器と、
　前記Ｘ線管と前記Ｘ線検出器とを複数の可動軸に関して回動自在に支持する支持部と、
　前記支持部についての予め設定された少なくとも１つの姿勢に関する、前記複数の可動
軸回りの回転角度により表現される角度情報を記憶する記憶部と、
　前記少なくとも１つの姿勢に対応する少なくとも１つの第１の角度アイコンを、前記支
持部の姿勢を規定する前記複数の可動軸に基づく座標系で表現して表示する表示部と、
　を具備するＸ線診断装置。
【請求項２】
　前記支持部を駆動する駆動部と、
前記少なくとも１つの第１の角度アイコンのうちのユーザにより指定された角度アイコン
に対応する姿勢に前記支持部を配置させるために前記駆動部を制御する制御部と、をさら
に備える、
　請求項１記載のＸ線診断装置。
【請求項３】
　判定部と報知部とをさらに備え、
前記判定部は、前記支持部が前記指定された角度アイコンに対応する姿勢に配置可能であ
るか否かを、前記支持部の現在の姿勢と可動範囲とに基づいて判定し、
前記報知部は、前記判定部により前記指定された角度アイコンに対応する姿勢に配置可能
でないと判定された場合、その旨を報知し、
前記制御部は、前記判定部により前記指定された角度アイコンに対応する姿勢をとること
が可能であると判定された場合、前記支持部を前記指定された角度アイコンに対応する姿
勢をとるように前記駆動部を制御する、請求項２記載のＸ線診断装置。
【請求項４】
　前記支持部の現在の姿勢に関する第２の角度情報を検出する検出部をさらに備え、
前記表示部は、前記第２の角度情報に対応する第２の角度アイコンを、前記少なくとも１
つの第１の角度アイコンとともに表示する、請求項１記載のＸ線診断装置。
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【請求項５】
　前記表示部は、前記第１の角度アイコンと前記第２の角度アイコンとを異なる態様で表
示する、請求項４記載のＸ線診断装置。
【請求項６】
　前記座標系は、横軸がＣＲＡ／ＣＡＵに規定され、縦軸がＬＡＯ／ＲＡＯに規定された
直交２次元座標である、請求項１記載のＸ線診断装置。
【請求項７】
　前記表示部は、前記少なくとも１つの第１の角度アイコンとともに、前記少なくとも１
つの角度アイコンに対応する姿勢において過去に撮影されたＸ線画像を表示する、請求項
１記載のＸ線診断装置。
【請求項８】
　前記表示部は、前記少なくとも１つの第１の角度アイコンの中からユーザにより任意の
角度アイコンが指定された場合、前記任意の角度アイコンに対応する姿勢において過去に
撮影されたＸ線画像を、前記指定された角度アイコンとともに表示する、請求項７記載の
Ｘ線診断装置。
【請求項９】
　前記表示部は、前記少なくとも１つの第１の角度アイコンとともに、前記少なくとも１
つの角度アイコンに対応する姿勢をとる前記支持部を表現する略図を表示する、請求項１
記載のＸ線診断装置。
【請求項１０】
　前記表示部は、前記少なくとも１つの第１の角度アイコンの中からユーザにより任意の
角度アイコンが指定された場合、前記任意の角度アイコンに対応する姿勢をとる前記支持
部を表現する略図を、前記指定された角度アイコンとともに表示する、請求項９記載のＸ
線診断装置。
【請求項１１】
　前記表示部は、前記支持部が可動不能又は可動可能な角度範囲を明示する、請求項１記
載のＸ線診断装置。
【請求項１２】
　Ｘ線を発生するＸ線管と、
　前記Ｘ線管により発生されたＸ線を検出するＸ線検出器と、
　前記Ｘ線管と前記Ｘ線検出器とを複数の可動軸に関して回動自在に支持する支持部と、
　前記支持部を駆動する駆動部と、
　前記支持部についての予め設定された少なくとも１つの姿勢を視覚的に表現する少なく
とも１つの模式画像を記憶する記憶部と、
　前記少なくとも１つの模式画像を表示する表示部と、
　前記少なくとも１つの模式画像のうちのユーザにより指定された模式画像に対応する姿
勢に前記支持部を配置させるために前記駆動部を制御する制御部と、
を具備するＸ線診断装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　一実施形態に係るＸ線診断装置は、Ｘ線を発生するＸ線管と、前記Ｘ線管により発生さ
れたＸ線を検出するＸ線検出器と、前記Ｘ線管と前記Ｘ線検出器とを複数の可動軸に関し
て回動自在に支持する支持部と、前記支持部についての予め設定された少なくとも１つの
姿勢に関する、前記複数の可動軸回りの回転角度により表現される角度情報を記憶する記
憶部と、前記少なくとも１つの姿勢に対応する少なくとも１つの第１の角度アイコンを、
前記支持部の姿勢を規定する前記複数の可動軸に基づく座標系で表現して表示する表示部
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と、を具備する。
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